










要約 

1.我々は胎児の behavior 上 inactivep hase(I.P と略)の出現状況に注目し,I.P と胎児

hypoxia との関連性について検討した。2.I.P は正常妊娠では 30週以後に認められ,当初 3

～5分の持続時間が週数とともに延長し,37 週以降では最長で平均 20 分持続するようにな

る。 

3.胎児は胎内環境が悪化すると,I.P は正常妊娠に比して延長し,40 分以上持続すると,児

は異常といえる。 

4.I.P が延長した妊婦に酸素を投与すると,I.P の短縮,a ㏄ eleration の出現頻度や

LTV(long term variability)の振幅が増すなど,病児の症状改善を示唆する所見がみられた。 

5.これらのことから,I.Pの出現に注目することで,胎児hypoxiaの早期診断が可能となり,

特に 40 分以上の持続は要注意である。また酸素投与による I.Pの短縮は症状の改善を意味

し,一時的にせよ治療効果が得られたと解釈することができる。 


